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処遇改善の内容 臨時 パ トー 合計
賃金等
賃金が安い、時給を上げてほしい 3 10 13
賞与・退職金等手当がほしい 0 6 6
経験加算がない 0 4 4
正規職員との格差を解消 0 4 4
正規と同じ夏期休暇等ほしい 0 3 3
働きやすさ
休みがとりやすい 0 2 2
持ち帰り仕事がない 1 1 2
パ トーの役割が明確 0 1 1
働きにくさ
忙しい、人手不足 0 3 3
持ち帰り仕事が多い 0 1 1
正規と仕事内容を分けてほしい 1 0 1
園の雰囲気が悪い 0 1 1
昼間の研修に出たいが出られない 0 1 1
その他仕事が続けられるか不安 0 2 2
家庭・子どもとの時間がとれる 0 1 1
年齢が上がってもパ トーで働けよい 0 1 1
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事務仕事の多さや研修への出席、時間外労働な
どの仕事量の負担感が大きいことに不満を持っ
ていることがうかがえる。また、正規職員でも経験
年数により給与がそれほど上がらない現状や時間
外勤務に対する上限が設けられていたりする実態
がある。年収に関する生活実感では、正規職員
のうち「かなり苦しい」と答えた人が全体の4割近
くおり、「かなり苦しい」「やや苦しい」を合わせる
と84.9%が苦しいと答えていて、保育士の正規職
員の給与自体が低いと捉えている。これは保育所
で長年働いても給与が上がらない割に責任感や
仕事の負担感が増え、賃金に見合っていないと感
じているのだと思われる。さらにこの調査では正
規職員の超過勤務時間が月平均7.5時間もあり、
臨時やパ トーの持ち帰り仕事が「ない」または「5
時間以内」が9割であるのに比べ、「5～10時間
未満」が3割、「10～15時間未満」が1割、「15～
30時間未満」が1割と、時間外の無給で働かな
ければならない勤務実態がさらに心身の負担感
を増していると考えられる。仕事をやめたいかや
めたくないかの質問でも、臨時75％、パ トー51.7%
が「やめたい」と答えたのに対し、正規職員は
82.3%とかなり高く、正規職員と非正規職員との
間に有意差が見られたことからも、正規職員の仕
事量に対する低賃金の実態が正規職員をやめる
一要因になっていると考えられる。
非正規職員については、平均年齢46歳で、年
収は約124万円であり、非正規職員一人で生計
を立てるのは困難な収入額である。この調査で
は臨時職員の年収が106.8万円、パ トー職員が
126.6万円と、パ トーの方が年収の高かったが、そ
の理由は、臨時職員が20～30代の若手職員で
あること、パー ト職員は勤務年数が長い職員やパー
トの勤務時間が長い職員がいることによると考え
られる。しかし、臨時・パ トーを問わず非正規職
員の処遇改善意見の中では6人が「正規職員に
なりたい」と述べており、正規職員の給与水準で
なければ一人で生活していけない実態が垣間見
える。臨時職員についてみると、20～30代の勤続
年数10年未満の職員が大半であるが、勤務時間
は7時間以上と正規職員と同じであるにも関わらず、
パ トーと同等の給与しか得ていないことがわかる。
またパ トーの中には、7時間以上勤務している職
員が2割ほどおり、臨時・パ トーともに持ち帰り仕事
が5時間未満と答えた職員が4割ほどいる。これは、
パ トーの職務以上の仕事をしているにも関わらず、
パ トーの時給(平均約907円)しかもらっておらず、
仕事量と給与が見合っていないと感じていると考
えられる。そのため、処遇改善要望については「経
験を加味した時給を希望」「賞与や退職金がほ
しい」が要望の上位に挙がっていたり、仕事をや
めたいと思うかどうかの質問に対し、非正規職員
全体の55.1%がやめたいと答えていると思われる。
一方で、保育士をやめたいかどうかの質問では、
非正規職員の44.4％がやめたくないと答え、年収
に関する生活実感でも、苦しいと答えた正規職員
との間に有意差が見られたことから、仕事の時間
や仕事量を自分の希望する勤務実態に調整しや
すい非正規職員の雇用形態をあえて選ぶことに
より、現在の勤務形態に満足している層も3～4割
存在することが分かった。これは非正規の場合、
夫の扶養範囲で働いていたり、補助的に給与を
得ることを目的としてパ トーで働いているからである
と考えられる。
2）正規職員・非正規職員の比較
仕事のやりがいについては、正規・非正規とも
に4点以上であり、保育所での仕事にやりがいを
感じており、正規と非正規で差がないことが分かる。
しかし、待遇の面では、正規職員は責任や仕事
量に対する低賃金、一般職や、教師や病院看護
師などの他職種との比較からの低賃金に不満を
持っており、また、非正規職員よりもさらに強く心身
の疲労を感じている。一方、非正規職員について
は、3～7時間未満の勤務時間の非正規職員が
65％であることから、長時間勤務を望まず、希望
の時間に調整しながら非正規職員をしていると考
えられる。一方、勤務時間が7時間以上の非正
規職員が28％もおり、正規職員と同じ勤務時間
や職務内容が求められる実態にあるが、正規職
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員よりも低い賃金や休暇などの待遇の違いに不満
を持っている層が約5割いることが判明した。ここ
では、正規職員との処遇に差があるため、職場の
雰囲気が悪化・対立する要因になることが分かっ
た。また非正規職員については、仕事をやめたく
ないと答えた層も約4割いることから、仕事量や勤
務時間を意図的に減らしたり調整しながら、家計
の補助的に勤務していることを肯定的にとらえてい
る実態もうかがえる。ただし、仕事をやめたくない
と肯定的に捉えている層についても、現在勤めて
いる職場環境が非正規職員には事務文書がな
い、超過勤務や時間外労働、持ち帰り仕事をしな
い、希望する日に休暇がもらえるなど、正規職員ほ
どに負担を求めず、非正規職員としての職務内容
で働ける職場であることが条件となることが明らか
となった。
5	 おわりに	
島根県福祉保育労働組合島根支部に所属す
る8つの私立保育所の正規職員・非正規職員に
関する処遇とその改善に関するアンケ トー調査か
ら、実態を探ることを目的に調査を行った。この
調査から、全国と比較すると今回の調査対象となっ
た私立保育所の正規職員の給与は低く、さらに
非正規職員については生計を立てていくことが困
難な給与水準であることが分かった。また、低賃
金に加えて、事務文書や製作物の作成の時間外
や持ち帰り仕事などに各種賃金の諸手当がつか
ない、超過勤務や時間外労働のある実態、休暇
がとれない、職員の休暇や研修等の重なりによる
職場の人手不足で余裕がなくなるなど、職場によっ
ては正規・非正規職員を問わず厳しい職場環境
に置かれている実態もあることが分かった。これ
らの低賃金や仕事量・心身にかかる負担の多さ
は、正規職員については、教員や看護師などの
他の対人援助職種に比べて給与が安く、仕事量
と賃金が見合っていないと感じており、やめたいと
思っている正規職員が全体の8割もいる。一方、9
割の臨時職員と2割のパ トー職員は、正規職員と
同じ長時間勤務や同じ責任・仕事量のまま、賃金
は臨時扱いの月給やパ トー扱いの低い時給で、
非正規には手当がつかない、有給休暇がとれな
いといった処遇のため、正規職員と比べて仕事量
と賃金が見合っていないと感じ、正規と同じ処遇
改善への要望または非正規から正規への登用
変更を要望していると考えられる。本来、正規職
員と非正規職員は協力し合わなければ職場が円
滑に運営できないが、これらの正規・非正規職員
の待遇の格差が両者の対立構造・関係悪化を
生み出し、お互いに働きにくくなる状況を導く要因
になることが明らかとなった。
自由記述の中には、もともと正規職員であった
が現在は非正規職員で働いている場合などもあり、
責任が重く過酷な正規職員の勤務には戻れない
といった意識が働き、あえて非正規職員を選んで
働いている実態も浮き彫りとなった。また今回の調
査では、正規職員・非正規職員ともに、40代・50
代が全体の各19.7％、60代が全体の9.5％も占め
ており、経験年数を重ねたベテラン職員が厳しい
処遇や勤務実態の中でも、保育のやりがいを感
じながら保育所職員として働き続けていることが
明らかとなった。しかし、保育所職員の善意に頼
るのではなく、正規・非正規に関わらず保育士全
体の処遇改善を図りながら、保育所で長く働き続
けたいと思える、恒常的な体制づくりが必要である
と思われる。
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11）	非正規職員のうちの臨時職員とは、常勤非正規扱
いの職員で、日給月給の形態と賞与その他手当あり・
なしの場合も含む給与形態であり、パ トー職員とは
時給制の給与形態をとっている場合が多い。勤務・
給与形態の違いにより、「常勤・非常勤」「正規・非
正規」に分類され、非常勤非正規職員のうち給与
形態の違いにより「臨時職員」と「パ トー職員」に分
けられるが、呼び方は全国的に統一されていない。
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